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企業事例気候変動や感染症から人々を守る『フィルム』の活用 11
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令和5年（2023年）8月で創業46期を迎えるフィル
ム販売会社です。防犯や遮熱、感染防止等、様々な効果
を持つフィルムを扱い、人々を守り、快適な暮らしのお
手伝いをしております。

地球温暖化に伴い、日本では夏の酷暑が問題になってい
ます。もはやエアコンなしでは生活できませんが、エアコ
ン使用によるCO� 排出が地球温暖化の原因になるという
悪循環が起きているのも事実です。また、昨今の社会課題
として感染症対策があります。人の接触を過度に制限する
ことなく感染を予防するための多彩な手段が求められる
ようになりました。

S D G s を 活 用 し た い 企 業 へ の
メ ッ セ ー ジ

自社のフィルムには通常の遮熱フィルムの２倍近く熱
をカットできるものがあります。これを貼ることで温度上
昇を防ぐというアプローチを考えていました。また、感染
対策ができるフィルムは扱っているものの、フィルムは平
面にしか貼ることができないという課題の解決策を検討
していました。

「一隅を照らす」という言葉が
あるように、各企業の事業の中
に SDGs につながる要素が眠っ
ています。ゼロから考えるので
はなく、『現在の業務をSDGs に
照らし合わせ、PRできるポイン
トを探し出す』という気持ちで
自社の事業を振り返ることで、
SDGs との接点が見つかるので
はないでしょうか。

SDGs の活用・取組
自社の事業でも特に力を入れているカーフィルムに

遮熱フィルムを採用しました。遮熱フィルムを車に貼る
ことによって車内温度の上昇を防ぐことができ、エアコ
ンの空調効率が上がり燃費が向上し、結果として CO� 削
減につながります。この点を意識したPRを行いました。

また、塗料の製造・販売企業と連携し、優れた塗装技術
を活用することで、より良いものができました。自社に
も塗料・塗装部門を立ち上げることで、感染対策を窓の
ような平面だけではなく、布製品等、お客様のニーズに
合った形で実施できるようになりました。

経営への効果
遮熱効果と燃費向上、CO� 削減という視点でPRした結

果、大手の自動車メーカーが遮熱フィルムを採用するこ
とが決まりました。また、遮熱フィルム施工に補助金を出
す自治体も出てきています。川崎市のバスへのフィルム
施工にも協力したいと考えています。

塗料・塗装部門は感染症対策
に加え遮熱対策の分野でも受注
があり、現在は自社売上の ��%
を占めるまでに成長しました。

また、お客様から使用済みフィ
ルムのリサイクルやペットボトルを活用したフィルムな
ど様々なSDGsにつながるアイデアをいただいており、こ
れらの課題にも順次取り組んでいきたいです。

社会課題

SDGs 導入に向けた視点

代表取締役 青木 秀泰さま

Ｐ
Ｒ
／
新
た
な
顧
客
・
取
引
層
の
獲
得

新
技
術
・
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

フィルムの遮熱効果
を体感できます。

2


